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1. 金融経済データからの産業連関分析における
投入係数の調整と波及経路の可視化
背景
近年，金融工学は計算機性能の向上やデータサイエンス手法の進化，公的機関による
オープンデータの提供に伴い，飛躍的な発展を遂げている，将来予測などの分野は成
長しているにも関わらず，多様な要素の相互関係や経済の動向を可視化するような研
究は多くない．
わが国では原則 5年おきに産業連関表が公開されており，様々な分析に活用されてい
るが，これを活用した株価への影響を考える研究は数少ない．

Figure 1: 研究の背景
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1. 金融経済データからの産業連関分析における
投入係数の調整と波及経路の可視化
目的
産業連関表を活用した産業連関分析を活用することで株価などをはじめとした金融市
場データがそれぞれどのように作用しているのか，またそれを可視化することで経済
動向についての理解を促進するシステムを作成する．
産業連関分析における「投入係数」を調節することで為替変動が株価にどう影響を与
えるのか考えられるようにする．

Figure 2: 研究の目的
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研究の概要

1 案
中間発表と同じ方針．
産業連関表における投入係数を調節することで為替変動が株価に与える
影響を分析する．
投入係数の調節は産業連関表から試算される輸出入の影響 (Figure2左
下)を実際の株価の波形に近づけさせるように学習させる．
検証方法は外部知識との整合性で判断することになりそう。

2 案
非競争型産業連関表には各産業の輸出入投入額が情報として含まれて
いる．
これを事前知識として活用し，計算時間が短く精度が高い因果探索手法
を考える．
これによって円ドルが変動したときの因果性がよりリアルに描画できる
かもしれない．
検証方法は従来の因果探索手法との比較 (計算時間)と、外部知識との
整合性で判断．
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今後やること

課題

今後 1

投入係数表を調節する手法の検討と実験．
事前知識を活用した因果探索手法の検討と実験 (VAR-LiNGAM との比較)．
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平井さんの研究の活用

平井さんの研究について
Sentence-BERT，スクレイピングを用いた研究．
インターネット上にある特許情報を対象に単語間の関係度合いを分析し，可視化を行
うことで IP ランドスケープの支援を行う研究．

平井さんの研究からの拡張
時系列で見た時の変化も可視化する．
→ニュース記事や SNS について分析を行うことで経済分析にも使える可能性がある．
例) 過去のニュース記事と現在のニュース記事を分析，比較を行うことで各単語の関
連性と経済への影響を分析する．
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